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1.　前報 に引続 き魚類 に含 まれるビ タミンBi の結合

型お よび 遊離型Bｴ の生体内分布について検索し た。

2.　チ オクローム反応 によって総Bi 量 を求 め，次い

でブ タノールによって遊 離型B, をお とし残 りの結合型

Bi についてその量を も検索した。試料は淡水魚 で は こ

い, ぶな， あゆ， どじ ょう， うなぎ， もろこな ど，海水

魚では さば ，あじ ，たい ，さけ ，かれい ，きすな どを用

い た。

3.　魚 類では一 般にB, は筋束，眼球 に最 も多 く肝 ，

胃，腸，腎 ，鰍，な どがこれにっぎ，牌，脳 ，脊髄お よ

び皮膚な どには少な く，殆ん どが結合型Bi とし て分布

してお り，遊離型Bi の分布は 少ない 。筋 肉では筋 束に

少量 の遊離型B, を認 める。眼球では殆ん どが遊離型Bi

とし て分布してい る。胃 ，腸 では粘 膜層お よび粘膜 下組

織 に少量 の遊離型B, が認 めら れ， また腸 では腸内容 の

充虚 によっ て粘膜 上皮 のB, の吸収状態に著しい差違 が

認 められる。肝 では血管 壁にわずかに遊離型B, の分布

が認められる。腎では細尿管 ，腎小 体および 血管 壁など

に 少量の遊離型B, の分布 が認 められる。牌，精巣 ，脳

脊髄，鯨，皮膚などでは遊離型B, は 痕跡 程度に認 めら

れ るにすぎない ことが観察された。


